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目的は一応達成したと見倣したい2）。   
その為にまず仏語のd∂ブ∂の観察から始め，そのはたらきの規定を試みる。  
その次にd摘の観察で提唱されることになる分析概念を用いてモウの用法を  
検討してゆく。   







で援用あるいほ批判の対照となるであろう3）。   
dijLiの用法ほ一般iこ時間的用法（T．L．F．のSenStempOrel）と評価的用法  
（T．L．F．のSenSlogique）に大別される。P．R．は時間的用法を更にd昌sl’  




















1．1．時間的用法   
ここでの問題は二つある。（1）d∂ブ∂の二つの時間的用法のちがいはどのよう   
≪d‘ja≫と「もう」一副詞の日仏語対照研究  
に特徴づけられるか。（2）二つの用法に共通するd∂ブ∂のはたらきは何か。   
はじめに（1）の問題を次の例文を検討しながら考えよう。  






























文である。これに関してC．MuILERはd∂ガにまつわる前提構造は二つ存在す   
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るとし，ne～paS enCOrePとne～jamaisencorePを提唱する。その相違は  




























設定するのかが問題となる。   
最初の仮説を提唱しよう。  





























（i）d∂ブ∂は事態成立の確認点（Tj）の設定に関与する。設定の仕方は予め文   
脈上設定されたTi以前の点をとる（Tj＜Ti）。  
（ii）かくして定められたTjにおいて事態成立が確認されるが，Tjは事態   
成立の確認点であって事態そのものを時間上に位置づけるはたらきほない。  
（iii）d∂ガの関わる事態は，（a）結果状態の成立の確認，つまり一つの事態の   






























れたり，現時点の話題が現われたりする。   
第二の問い，即ち事態成立の確認点の設定と事態の時間軸上の定着との関係  
についての検討に移ろう。   

































示している。その事態成立の時点が五時なのである。［12］を奇妙に感じるネイ   



































































私はまだ幼年期で乳母のうでの中にいたが，その時すでに私の残酷で人   

























われているのである。このような文脈におけるd占メ∂は既に見た用法である。   
d∂メ∂と時制の関係だけでも細かに観察するとまだ興味深い問題が存在する  
が，この副詞のはたらき自体は以上で充分に明らかにしえたと思う。  
1．2．評価的用法   
評価的という命名は必ずしも適切であるとは言えないが，事態のあらわす程  
度，量等に対する主体（話者）の判断が問題となるので，評価的（appr6ciatif，  
6valuatif）と一応名付けておく。   


































考えると，やはり，dむdの構築するPr6cocit6が関与していると思われる。つ   

































この二例の特徴ほ或る目的達成の為になすべき一連の行為が文脈上想定されて   













［30］Sile“temps”pr6sententant qu’616ment d6ictique marqueindu－  
bitablementlacoincidenceduproc6sdel’6nonc6aveclemoment  


















に論拠立て（argumentation）の始まる時点において成立している論拠なので   









いう意味でほ主体に結びついたモーダルの副詞と言うことが出来よう。   




時間的用法   
先生はモウお帰りになりました。   
モウそろそろ行きましょう。  
評価的用法   
これでモウ安心です。   
モウすごいのなんのって。  
数量限定的用法   
モウー杯おかわり。   
モウー枚の絵は書斎に飾ってある。   
この分類に従って観察，考察をすすめ，モウのはたらきを明確化してゆきた  
いと思う。各用法のより細かい下位分類については観察の途中でとりあげるこ  
とになるであろう。   
モウについては，すでに，石神（1978）に原理的な考察があり，森田（1982）  
にも石神のそれとは矛盾しない的を得た意味記述がある。その他ロドリゲスの   




り一般化可能な形でモウのはたらきを規定してゆくことになると思う。   
2，1．評価的用法   
モウと炎がは時間的用法で最もよく対応するが，その酷似の故にかえって  
相違を論ずることは難しい。モウのはたらきを明るみにするには評価的用法の  
検討から始めるのが妥当であろう。   
次の例を比較してみよう。  
［32］c’estd∂jdint6ressant．  





















ている。   
































これも発話時点で「あなたが好きであること」の限界を超えた領域（即ち「あ   
































able P－＋enVisageable Pという動きがほたらいているのである。モウはまさ  
に基準点において，話者の確認すべき領域として，まだ実現していないが実現   
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が将来において確実だと把えられる領域を規定すると言えよう。   
時間的用法に関しては，モウとテンス・アスペクトを表わす～タ，～テイ  
ル，～ル形などとの共起制限，述語の意味内容，属性との影響関係その他問題  
は多く残されているが，一応d∂ガとの基本的な相違点は把起し得たと思う。   
最後にモウの数量限定的用法に移ることにする。  




































る。   
おぁ り に  
d占ガとモウをそれぞれの言語体系内で観察しそのはたらきを考えてゆくこ  



















題となる。♪わgわ〝乃αiγgdβJ’珊壷机厄叩ぬカ即納働痴施狛九ズl布5滋cJβ   
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（占d．1980）には，  
lO）Maintenant今（例文省略）－20Parrapportaupassさ，D6ja過去に関し   
て，d6jaすでに（例文省略）－3OParrapportaufutur，Aussit6t未来に関し   
てaussit6tすく小に）（例文省略）◆Dansunephrasen6gative：10Lesens   
COrreSPOndane‥．Plus否定文において10意味はne．‥もはや‥．ないに   
相当する（例文省略）   

































duf11tur：   
（1）1efuturimpliqueunevis6e．Onentendparlaque，d11rep≧re占nonciatifSit．，On   
viseunerelationpr6dicativenonencorevalid6eli．P11isquelarelationpr6dicative   
n’estpasencore situ占e（rep6r6e6nonciativement），elle est un6non；able（uncon・   
struitnotionnel）quialapropri6t6（p，p’）；direquel’onviselisigni丘eq11el’6non－   
ciateurdisting11eunedesvale11rSde（p，p’），ppOur丘Ⅹerlesid占es．Ildit，COnSidとre．   
esl）ereVeut，Ordonne，Craint，Suppute，etC，，etC．q11e，enTi，1a relationpr6dicative  
seravalid6e．AinsienTi＝To，Ona（p，P’）etl’onvisep enTi．Nousnoteronsla   
vis6e（p／p’），Ohlabarreobliq11emarquequelavis6edepdans（p，p’）n’entrainepas  
n6cessairementlar6alisationdep．On est donc，d’unpointdevuemodal，dansle  
non－Certain，pulSq11elecertainsecaract6riseparuneprobabilit61：ils’ensuitque，  
Se111s，1er6voluoul’actuelsontd11Certain．   
（2）1efuturestunaoristique・Defas＝OnSCh占matique，Celasigni丘eqll’ilyarupture   
entrel’6nonciationdelavis6e（Ti＝To）etsavalidationvis6eparlebiaisdel’inonc6   





7）FRANCKEL（p．116）はdi；jLiを，Etantdonn6unpointdisting116enTo d4Jdmarque   
】’appartenancedecepointal’int6rieuro11al’ext6rieurd’undomainecommetrace   
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